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図2:高速駆動の時のバネの力 (実線､左の縦軸)と上の物質の重心座標 (破線､
右の縦軸)の時間変化
図1,2は低速 (図1)と高速 (図2)駆動の時の､バネの力と上の物質の重心
座標を時間の関数として示したものである｡ 低速駆動の場合は､周期的スティッ
クスリップ運動が見られる｡これは次のようにして起こる｡固化した介在物が応力
を受け､融解しそのときスリップする｡すると応力が緩和し､再び固化しスティッ
クする｡これを繰り返すことによりスティックスリップ運動を起こしていることが
エネルギーの解析からわかった｡そして高速では非周期的なカオティツクな運動が
見られる｡このように駆動速度を変えることにより､運動形態の相転移を示す｡
我々はさらに､他のパラメーターを一定として上下の基盤と介在物の間の結合
定数を変化させたときの系の振る舞いを調べた｡このとき最大静摩擦力は適当な
結合定数のところで最大値をとることがわかった｡これは次のように考えられる｡
結合定数が十分小さければ､滑りは基盤と介在物の間で起こり､摩擦力は小さい｡
逆に結合定数が十分大きいと､基盤に接している介在物の層は基盤の結晶格子の
周期にロックされる｡このとき､滑りは介在物の層の間で起こるが､いま上下の基
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盤と介在物はインコメンシュレートな関係にあるため､このときも摩擦力は小さ
い｡適当な結合定数のときは､基盤に接している介在物の層が､内部の介在物の
層と基盤を仲介するため､摩擦力が大きくなると考えら､れる｡これはエネルギー
を結合定数で割った量の振る舞いともコンシステントである｡
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